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答えは 日の

朝刊に
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ポーレ・サビアーノさんは米国

ニューヨークを拠点に活動し、ポ

ートレート写真家として高く評価

されています。2007年の来日以来、

広島、長崎の被爆者や東京大空襲

の被災者を撮り続けています。現

在は世界各地のトランスジェンダ

ーを撮影する長期的プロジェクト

に取り組んでいます。作品はウェ

ブサイトで閲覧できるので、興味

のある人はご覧ください。

（日本新聞協会ＮＩＥアドバイザ

ー・県仙台二華高英語科教諭 大
おお

槻
つき

欣
よし

史
ふみ

）

記事を読んで、次の質問に答えまし

ょう。

①トランスジェンダーとはどのような

人のことですか。

（

）

②写真家ポーレ・サビアーノさんのメ

ッセージに線を引きましょう。

③そのメッセージを読んで、思ったこ

とをグループで話しましょう。

（

）
（中学校、高校／保健、ホームルーム）
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私立高の検討早めに

宮
城
県
の
受
験
生
は
圧
倒
的

に
公
立
高
志
向
が
強
い
。
入

試
で
併
願
す
る
私
立
高
に
つ
い

て
は
、
出
願
直
前
ま
で
考
え

て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な

い
。た

だ
、
私
の
経
験
上
、
満
足

の
い
く
結
果
に
な
っ
た
生
徒
の

ほ
と
ん
ど
は
、
私
立
高
選
び
も

真
剣
だ
っ
た
。

入
学
を
希
望
す
る
公
立
高
の

定
員
を
上
回
る
生
徒
が
出
願
す

れ
ば
、
確
実
に
競
争
が
生
ま
れ
、

敗
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
と

き
に
通
う
こ
と
に
な
る
の
は
、

考
え
抜
い
た
上
で
選
ん
だ
高
校

だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
過
ご
す
３
年
間
、
そ

し
て
高
校
卒
業
後
の
進
路
を
し

っ
か
り
見
据
え
た
上
で
出
し
た

結
論
で
あ
れ
ば
、
そ
の
高
校
で

力
強
く
前
を
向
い
て
歩
ん
で
い

け
る
だ
ろ
う
が
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
先
が
危
う
い
。

高
校
で
過
ご
す
３
年
間
は
、

そ
の
後
の
人
生
を
考
え
て
も
大

き
な
意
味
を
持
つ
。
人
ご
と
で

は
な
く
、
自
分
の
将
来
の
こ
と

と
し
て
、
真
剣
に
考
え
る
時
期

に
な
っ
て
い
る
。

出
願
す
る
私
立
校
を
選
ぶ
ポ

イ
ン
ト
は
い
く
つ
か
あ
る
。

一
つ
目
は
部
活
動
。
上
位
高

を
受
験
す
る
生
徒
で
も
、
部
活

動
を
希
望
す
る
生
徒
は
多
い
。

た
だ
、
私
立
の
最
上
位
コ
ー
ス

だ
と
、
部
活
動
へ
の
参
加
が
難

し
い
高
校
も
あ
る
。
ま
ず
は
そ

の
点
か
ら
考
え
て
み
る
と
よ

い
。

大
学
進
学
を
考
慮
し
、
指
定

校
推
薦
や
、
系
列
校
へ
の
内
部

推
薦
を
目
指
す
生
徒
も
い
る
。

入
学
後
に
推
薦
に
か
な
う
だ
け

の
努
力
は
絶
対
に
必
要
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
も
出
願
校
を
決
め

る
要
素
に
な
る
。

そ
の
他
に
も
、
校
風
や
進
学

実
績
、
受
験
科
目
数
や
問
題
の

形
式
な
ど
、
考
慮
す
べ
き
点
が

あ
る
。
過
去
問
を
見
れ
ば
分
か

る
が
、
合
格
に
向
け
て
公
立
高

受
験
以
上
の
受
験
対
策
が
必
要

な
高
校
も
あ
る
。

慌
て
て
決
め
て
後
悔
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
私
立
校
と

も
今
か
ら
し
っ
か
り
向
き
合
っ

て
ほ
し
い
。

（
河
合
塾
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
・
進
藤
誠

泉
中
央
教
室
長
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖

昨
年

月
の
台
風

号
豪
雨

の
際
に
水
防
活
動
で
多
大
な
貢

献
を
し
た
と
し
て
、
大
崎
市
消

防
団
が
「
防
災
功
労
者
内
閣
総

理
大
臣
表
彰
」
を
受
け
、
市
役

所
で

日
に
伝
達
式
が
あ
っ

た
。伊

藤
康
志
市
長
が
菅
原
董

と
う

悦
え
つ

団
長

に
表
彰
状
を
手
渡

し
、
「
鹿
島
台
な
ど
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
す
る
中
、
巡
視
や

避
難
誘
導
、
排
水
作
業
な
ど
に

力
を
尽
く
し
て
い
た
だ
い
た
」

と
た
た
え
た
。

菅
原
団
長
は
「
団
員
が
一
丸

と
な
っ
て
活
動
し
た
結
果
で
あ

り
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
災

害
時
に
は
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
、
市
民
の
安
全
を
守
っ
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

市
消
防
団
が
総
理
大
臣
表
彰

を
受
け
る
の
は
２
０
１
５
年
の

宮
城
豪
雨
で
の
活
動
が
評
価
さ

れ
て
翌
年
に
表
彰
さ
れ
て
以

来
、２
度
目
。今
年
は
丸
森
町
、

大
郷
町
消
防
団
を
含
め
て
全
国

で
９
個
人
、

団
体
が
表
彰
さ

れ
た
。

佐
藤
市
長
（
左
）
に
目
録
を
手
渡
し

た
田
村
支
社
長
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コ
ロ
ナ
対
策
支
援

塩
釜
市
に

万
円

明
治
安
田
生
命
が
寄
付

明
治
安
田
生
命
保
険
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
、
塩
釜
市
に

万
１
４
０
０
円
を
寄
付
し

た
。
市
役
所
で
４
日
に
贈
呈
式

が
あ
り
、
田
村
良
純
仙
台
支
社

長
が
佐
藤
光
樹
市
長
に
目
録
を

手
渡
し
た
。

田
村
支
社
長
は
「
今
回
の
寄

付
に
限
ら
ず
、
地
元
産
品
の
Ｐ

Ｒ
や
祭
り
の
協
賛
な
ど
塩
釜
の

振
興
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。
佐
藤
市
長
は
「
コ

ロ
ナ
禍
が
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な

部
分
に
影
を
落
と
し
て
お
り
、

そ
の
対
応
に
使
わ
せ
て
も
ら

う
」
と
感
謝
し
た
。

寄
付
は
、
同
社
が
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
て
４
月

か
ら
全
国
展
開
す
る
「
私
の
地

元
応
援
募
金
」
の
一
環
。
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
従
業
員
の
寄
付

金
に
、
会
社
が
拠
出
金
を
上
乗

せ
し
た
。
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４
標
語
に
事
故
ゼ
ロ
託
す

秋の交通安全県民総ぐるみ運動（

～ 日）を前に大和署は、オリジナル

の標語をあしらったポスターを300枚

作り、 日に管内４市町村へ配布を始

めた。

標
語
は
、
事
故
の
な
い
理
想
の
街
を
「
ま
ほ

ろ
ば
」
に
例
え
、
ま
ほ
ろ
ば
の
４
文
字
か
ら
始

ま
る
文
言
で
構
成
。
「
守
ろ
う
ね
交
通
ル
ー
ル

お
互
い
に
」「
歩
行
者
を
守
る
心
で
譲
り
合
い
」

「
ロ
ー
と
ハ
イ
照
ら
す
ラ
イ
ト
で
防
ぐ
事
故
」

「
バ
ッ
ク
時
は
必
ず
誘
導
確
実
に
」
と
事
故
抑

止
へ
の
心
得
を
う
た
っ
た
。

同
署
が
署
員
か
ら
案
を
募
っ
た
と
こ
ろ
約
３

０
０
点
が
寄
せ
ら
れ
、
幹
部
会
議
で
今
回
の
標

語
に
決
定
。
黒
川
地
区
安
全
運
転
管
理
者
会
な

ど
の
協
力
で
作
製
し
た
。
Ａ
４
判
の
ク
リ
ア
フ

ァ
イ
ル
も
作
り
、
４
市
町
村
の
全
小
学
１
年
生

に
配
っ
た
。

日
は
、
ま
ほ
ろ
ば
を
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
掲
げ
る
大
和
町
に
ポ
ス
タ
ー
を
交
付

し
、
掲
示
へ
の
協
力
を
要
請
。
富
沢
俊
幸
署
長

は
「
古
来
の
言
葉
で
啓
発
に
取
り
組
み
た
い
」

と
述
べ
た
。
浅
野
元
・
町
長
は
「
な
じ
み
深
い

言
葉
で
交
通
安
全
意
識
の
向
上
が
期
待
で
き

る
」
と
話
し
た
。

大和署 ポスター作製
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ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ
る
富
沢
署
長
（
右
）
と
浅
野
町
長

団員一丸水防に奮闘
大崎市消防団に大臣表彰

表彰状を受け取る菅原団長（右）
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丸
森
町
の
郷
土
資
料
館
「
斎
理
屋
敷
」
で

日
、
修
学

旅
行
で
訪
れ
た
仙
台
市
秋
保
中
（
生
徒

人
）
の
３
年
生

人
が
、
蔵
を
巡
り
な
が
ら
取
り
組
む
謎
解
き
ゲ
ー
ム
に

挑
戦
し
た
。 仙

台
・
秋
保
中
生

修
学
旅
行
で
挑
戦
丸 森

県
大
会

秋
季
東
北
地
区
高
校
野
球

宮
城
広
瀬
７
点
差
逆
転

秋
季
東
北
地
区
高
校
野
球
県

大
会
は

日
、
石
巻
市
民
、
平

成
の
森
し
お
か
ぜ
の
両
球
場
と

鹿
島
台
中
央
野
球
場
で
２
回
戦

６
試
合
が
あ
り
、
宮
城
広
瀬
、

大
崎
中
央
な
ど
が
勝
ち
上
が
っ

た
。

日
は
同
じ
３
会
場
で
２

回
戦
６
試
合
が
あ
る
。

東

陵

０
０
０
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０
０
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０
０
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０
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石
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工

３
４
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２
２

志
津
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・
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谷

０
０
０

０
０

０

宮
城
広
瀬

０
０
０

０
０
３

７
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０

宮

城

工

０
４
２

１
０
０
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０

７

築

館

０
０
２

０
０
１

０
０
０

３

角

田

２
１
２

１
２
０

１
０
×

９

仙
台
東

１
０
０

０
０
０

１
１
０

３

仙
台
三

４
０
２

０
０
０

０
０
×

６

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
宮
城

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０

０
０
３

０
０
０

０
０
×

３

大

崎

中

央

▽
２
回
戦

（
五
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

大崎中央―日本ウェルネス宮城
３回裏大崎中央１死一、三塁、

先制の左前適時打を放ち塁上で
喜ぶ黒田‖石巻市民

宮
城
工
｜
宮
城
広
瀬

７
回

表
、
宮
城
広
瀬
２
死
満
塁
、
小

野
寺
が
右
前
適
時
打
を
放
つ
‖

石
巻
市
民

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

唯
一
の
チ
ャ
ン
ス

大
崎
中
央
生
か
す

〇
…
大
崎
中
央
は
三
回
の
ワ
ン

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
た
。
先
制
打

は
３
番
の
黒
田
。
１
死
一
、
三
塁

で
低
め
の
カ
ー
ブ
を
左
前
へ
。「
直

球
狙
い
だ
っ
た
が
、
ス
ト
ラ
イ
ク

な
ら
何
で
も
振
っ
て
い
く
つ
も
り

だ
っ
た
」
。
公
式
戦
初
打
点
が
先

制
点
と
な
り
、
一
塁
上
で
雄
た
け

び
を
上
げ
た
。

夏
の
独
自
大
会
は
ベ
ン
チ
外
。

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
練
習
を
続
け
て

き
た
。
投
手
と
し
て
も
、
こ
の
日

完
投
し
た
斉
藤
と
の
二
枚
看
板
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
「
投
打
を
両

立
し
、
来
夏
は
主
戦
を
担
う
」
と

闘
志
を
燃
や
す
。

〇
…
１
年
小
野
寺
、
投
打
に
活

躍

部
員
９
人
の
宮
城
広
瀬
が
７

点
差
を
逆
転
し
て
３
回
戦
進
出
を

決
め
た
。
反
撃
は
六
回
２
死
か
ら
。

４
連
打
な
ど
で
３
点
を
奪
う
と
七

回
も
勢
い
は
止
ま
ら
な
い
。
打
者

人
の
猛
攻
で
一
挙
７
得
点
。
試

合
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
。

逆
転
に
つ
な
が
る
一
打
を
放
っ

た
の
は
８
番
小
野
寺
だ
。
１
点
差

ま
で
迫
っ
て
な
お
も
２
死
満
塁

で
、
低
め
の
直
球
を
う
ま
く
す
く

い
上
げ
て
右
前
へ
。
敵
失
に
も
乗

じ
て
試
合
を
決
め
た
。
「
抜
け
て

く
れ
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
１
年

生
は
四
回
途
中
か
ら
マ
ウ
ン
ド
で

も
力
投
を
見
せ
試
合
を
締
め
た
。

又又又又又又 沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

【かほくワークシートの模範解答】

記事を読んで、次の質問に答えまし

ょう。

①トランスジェンダーとはどのような

人のことですか。

（出生時に割り当てられた性と別の性

を生きる人たち）

②写真家ポーレ・サビアーノさんのメ

ッセージに線を引きましょう。

（模範解答なし）

③そのメッセージを読んで、思ったこ

とをグループで話し合いましょう。

（模範解答なし）
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⊃

日
の答

え
だ
よ

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

催

し

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

募

集

◇
異
業
種
交
流
会
「
仙
台
は
な
も

く
七
三
会
」
例
会

日
午
後
６
時

半
、
仙
台
市
青
葉
区
・
東
北
学
院
サ

テ
ラ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。
シ
ネ
マ

と
う
ほ
く
代
表
取
締
役
の
鳥
居
明
夫

さ
ん
が
「
映
画
『
あ
の
日
の
オ
ル
ガ

ン
』
…
コ
ロ
ナ
…
そ
し
て
、
そ
の
先

の
道
へ
」
と
題
し
て
話
す
。
八
木
さ

ん
０
７
０（
６
６
２
３
）５
１
０
８
。

◇
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
者
セ
ミ

ナ
ー
「
生
活
困
窮
、
虐
待
が
起
き
る

家
庭
へ
の
寄
り
添
い
支
援
」

日

‖
石
巻
市
石
巻
中
央
公
民
館
、

月

日
‖
名
取
市
文
化
会
館
、

日
‖

仙
台
市
青
葉
区
・
県
民
会
館
、

日

‖
南
三
陸
町
ベ
イ
サ
イ
ド
ア
リ
ー

ナ
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
。
東
北

福
祉
大
総
合
福
祉
学
部
講
師
の
高
野

亜
紀
子
さ
ん
が
講
師
を
務
め
る
。
対

象
は
子
育
て
支
援
関
係
者
や
関
心
の

あ
る
人
ら
で
、
定
員
は
県
民
会
館
が

先
着

人
、
ほ
か
の
３
会
場
は
先
着

各

人
。
参
加
無
料
。
申
し
込
み
は
、

主
催
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ

イ
ン
み
や
ぎ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
。
同
み
や
ぎ
事
務
局
０
２
２
（
２

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

無

料

相

談

７
９
）
７
２
１
０
。

◇
み
や
ぎ
県
民
サ
ポ
ー
ト
事
業
協

同
組
合

日
午
前

時
〜
正
午
、

仙
台
市
泉
区
・
市
泉
中
央
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
。
成
年
後
見
、
相
続
、
遺

言
、
許
認
可
な
ど
の
相
談
に
行
政
書

士
が
応
じ
る
。
申
し
込
み
は
同
セ
ン

タ
ー
０
２
２
（
３
７
３
）
１
２
８
５

へ
。

日

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

献
血
ル
ー
ム

▽
石
巻
市
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
石
巻

（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１

時
〜
４
時

分
）
▽
名
取
市
・
イ
オ

ン
モ
ー
ル
名
取
（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登

録
も
受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）
▽

登
米
市
・
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼
（
骨

髄
バ
ン
ク
の
登
録
も
受
け
付
け
、
午

前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜

４
時

分
）

▽
杜
の
都
献
血
ル
ー
ム
Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）
▽
献
血
ル
ー
ム
ア
エ
ル

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）
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日

仙
台

▽
泉
中
央
こ
ど
も
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
小
児
科
）
‖
泉
区
泉
中
央
０

２
２
（
７
７
１
）
５
５
１
０
▽
せ
き

こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小
児
科
）
‖

宮
城
野
区
福
室
（
３
８
８
）
８
８
６

４
▽
く
に
み
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
整
形
外
科
）
‖
青
葉
区
国
見
（
２

７
４
）
０
９
２
３
▽
広
南
休
日
内
科

小
児
科
診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
）

‖
太
白
区
長
町
（
２
４
８
）
５
８
５

８
▽
泉
地
区
休
日
診
療
所
（
内
科
・

小
児
科
）
‖
泉
区
泉
中
央
（
３
７
３
）

９
１
９
７
▽
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
科

・
外
科
・
整
形
外
科
・
婦
人
科
・
眼

科
・
耳
鼻
咽
喉
科
）
‖
若
林
区
舟
丁

（
２
６
６
）
６
５
６
１
▽
北
部
急
患

診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
・
外
科
）

‖
青
葉
区
堤
町
（
３
０
１
）
６
６
１

１
▽
夜
間
休
日
こ
ど
も
急
病
診
療
所

（
小
児
科
）
‖
太
白
区
あ
す
と
長
町

（
２
４
７
）
７
０
３
５
▽
歯
科
休
日

救
急
診
療
所
‖
青
葉
区
五
橋
（
２
６

１
）
７
３
４
５

白
石
・
刈
田

▽
柿
崎
小
児
科

（
内
科
）
‖
白
石
市
沢
端
町
０
２
２

４
（
２
５
）
２
２
１
０
▽
公
立
刈
田

総
合
病
院
（
外
科
）
‖
白
石
市
福
岡

蔵
本
（
２
５
）
２
１
４
５
▽
ひ
か
り

歯
科
医
院
‖
白
石
市
東
大
畑
（
２
２
）

２
１
１
２

角
田
・
丸
森

▽
仙
南
病
院
（
内

科
・
外
科
）
‖
角
田
市
角
田
０
２
２

４
（
６
３
）
２
０
０
３

柴
田

▽
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院

付
属
村
田
診
療
所
（
内
科
）
‖
村
田

町
村
田
０
２
２
４
（
８
３
）
２
４
４

５
▽
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
（
外
科
）

‖
大
河
原
町
西
（
５
１
）
５
５
０
０

▽
歯
科
ヒ
ラ
イ
‖
柴
田
町
船
岡
東

（
５
５
）
４
０
２
５

名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
０
２
２
（
３
８

４
）
０
０
０
１

岩
沼

▽
佐
藤
医
院
‖
中
央
０
２

２
３
（
２
２
）
２
８
４
８
▽
鳥
羽
歯

科
医
院
‖
中
央
（
２
３
）
５
０
０
５

亘
理
・
山
元

▽
板
橋
胃
腸
科
肛

門
科
‖
亘
理
町
逢
隈
中
泉
０
２
２
３

（
３
４
）
８
９
１
１

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
‖
塩
釜
市
錦
町
０
２
２

（
３
６
６
）
０
６
３
０
▽
お
お
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
歯
科
‖
多
賀
城
市
大
代

（
３
６
３
）
４
１
８
２

黒
川

▽
き
ぼ
う
の
杜
診
療
所
‖

大
和
町
吉
田
０
２
２
（
３
４
４
）
４

６
０
７

大
崎

【
昼
】
▽
尾
花
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
古
川
中
島
町
０

２
２
９
（
２
１
）
０
０
８
７
▽
大
崎

市
民
病
院
鹿
島
台
分
院
（
内
科
）
‖

鹿
島
台
平
渡
（
５
６
）
２
６
１
１
▽

近
江
医
院
（
内
科
）
‖
三
本
木
（
５

２
）
３
０
５
７
▽
三
浦
病
院
（
外
科
）

‖
古
川
三
日
町
（
２
２
）
６
６
５
６

▽
大
崎
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
診
療
室

（
歯
科
）
‖
古
川
南
町
（
２
４
）
５

１
０
１
【
夜
】
▽
三
浦
病
院
（
内
科

・
外
科
）
‖
古
川
三
日
町
（
２
２
）

６
６
５
６

加
美
・
玉
造

▽
高
橋
医
院
‖
大

崎
市
岩
出
山
０
２
２
９
（
７
２
）
１

０
０
５

遠
田

▽
東
泉
堂
病
院
‖
涌
谷
町

追
廻
町
０
２
２
９

４
２

３
３
３
３

栗
原

▽
畑
山
医
院
‖
築
館
伊
豆

０
２
２
８
（
２
２
）
２
４
７
５
▽
栗

原
市
立
鶯
沢
診
療
所
‖
鶯
沢
南
郷
広

面
（
５
５
）
３
５
１
１

登
米

▽
わ
た
な
べ
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
‖
迫
町
佐
沼
０
２
２
０
（
２
１
）

５
３
３
５
▽
登
米
中
田
佐
藤
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
‖
中
田
町
石
森
（
３
４
）

４
８
８
８

石
巻

▽
駅
前
北
き
し
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
駅
前
北
通
り
０

２
２
５
（
９
５
）
３
１
２
３
▽
石
巻

市
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
（
小
児
科
）

‖
蛇
田
（
９
４
）
５
１
１
１
▽
産
婦

人
科
は
当
日
、
石
巻
市
役
所
（
９
５
）

１
１
１
１
ま
で
問
い
合
わ
せ
る
▽
紫

桃
内
科
医
院
‖
鹿
又
（
７
５
）
２
３

２
５
▽
青
葉
歯
科
医
院
‖
門
脇
（
９

６
）
６
６
０
２
▽
石
巻
歯
科
医
師
会

休
日
診
療
所
‖
中
里
（
９
４
）
８
２

２
３東

松
島

▽
み
や
ぎ
東
部
循
環
器

科
‖
赤
井
０
２
２
５
（
８
２
）
９
９

３
０気

仙
沼

▽
斎
藤
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
‖
東
新
城
０
２
２
６
（
２
２
）
７

２
６
０
▽
大
友
医
院
‖
三
日
町
（
２

２
）
６
８
６
８
▽
み
う
ら
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
‖
長
磯
船
原
（
２
７
）
４
１

４
５

蔵の中で謎解きに取り組む生徒たち

ガラス 陶芸３工房が出展

酒席の楽しみ300点
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⊃

道
の
駅
村
田

重厚な雰囲気の酒器がそろった展示販売会

村
田
、
柴
田
両
町
の
ガ
ラ
ス

工
芸
・
陶
芸
家
に
よ
る
酒
器
な

ど
を
展
示
、
販
売
す
る
「
お
さ

け
の
う
つ
わ
展
」
が
、
村
田
町

の
道
の
駅
村
田
で
開
か
れ
て
い

る
。

日
ま
で
。

村
田
町
の
ガ
ラ
ス
工
房
キ

ル
ロ
と
雅
堂
窯
、
柴
田
町
の
雷

窯
の
３
工
房
が
出
展
。
会
場
に

は
、
と
っ
く
り
や
お
ち
ょ
こ
、

ビ
ア
マ
グ
、
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
と

い
っ
た
酒
器
や
、
酒
席
で
使
う

小
皿
な
ど
約
３
０
０
点
が
並

ぶ
。訪

れ
た
仙
台
市
宮
城
野
区
の

無
職
角
田
恵
子
さ
ん

は

「
き
れ
い
な
作
品
ば
か
り
で
使

う
の
が
も
っ
た
い
な
い
。
家
で

飾
っ
て
お
き
た
い
作
品
ば
か

り
」
と
驚
い
て
い
た
。

午
前

時
〜
午
後
５
時
（
最

終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）
。
連

絡
先
は
道
の
駅
村
田
０
２
２
４

（
８
３
）
５
５
０
５
。

秋
保
中
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
問
題
を
考
慮
し
、
例
年
は

東
京
だ
っ
た
修
学
旅
行
を
丸

森
、
亘
理
両
町
内
に
し
た
。

ゲ
ー
ム
は
町
の
地
域
商
社

「
Ｇ
Ｍ
７
」
が
企
画
し
た
。
屋

敷
を
所
有
し
た
大
正
時
代
の
豪

商
６
代
目
斎
藤
理
助
が
用
意
し

た
謎
と
の
設
定
。
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
や
漢
字
の
パ
ズ
ル
な
ど
を
解

き
、
合
言
葉
を
導
き
出
す
の
が

目
的
。
蔵
の
中
の
展
示
ス
ペ
ー

ス
に
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い

る
。生

徒
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
協
力
し
て
答
え
を
考
え

な
が
ら
展
示
品
を
見
学
。
豪
商

の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
に
触
れ

た
。
松
林
貴
史
さ
ん

は
「
自

分
た
ち
を
応
援
す
る
合
言
葉
だ

っ
た
の
で
、
い
い
思
い
出
に
な

っ
た
。
代
々
受
け
継
が
れ
て
き

た
蔵
が
今
も
残
さ
れ
、
す
ご
い

と
感
じ
た
」
と
話
し
た
。

生
徒
た
ち
は
丸
森
町
内
で
和

太
鼓
の
演
奏
を
体
験
し
、
昨
年

月
の
台
風

号
で
被
災
し
た

不
動
尊
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
も
見

学
し
た
。

Ｇ
Ｍ
７
は
昨
年
、
丸
森
産
の

牛
乳
や
秋
保
産
の
卵
な
ど
を

使
っ
た
プ
リ
ン
に
タ
ピ
オ
カ
を

加
え
た
「
キ
セ
キ
の
た
ぴ
ぷ
り

ん
」
を
秋
保
中
と
共
同
開
発
し

て
お
り
、
修
学
旅
行
で
も
協
力

し
た
。
今
後
も
謎
解
き
ゲ
ー
ム

で
団
体
を
受
け
入
れ
た
い
考

え
。
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が
ん
患
者
と
家
族
を
支
え
る
イ
ベ
ン

ト
「
リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
・
ジ

ャ
パ
ン
み
や
ぎ
」
の
実
行
委
員
会
は

日
午
後
７
時
半
〜
９
時
、
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｆ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

Ｂ
ａ

ｃ
ｋ

立
ち
向
か
う
」
を
開
く
。
ビ
デ

オ
会
議
ア
プ
リ
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
ズ
ー
ム
）
」

を
活
用
し
、
医
師
ら
３
人
が
講
演
す
る
。

講
師
は
、
東
北
大
病
院
呼
吸
器
内
科

の
医
師
宮
内
栄
作
さ
ん
、
東
北
労
災
病

院
乳
腺
外
科
の
医
師
本
多
博
さ
ん
、
音

楽
療
法
士
の
植
木
亜
弓
さ
ん
。
宮
内
さ

ん
は
最
先
端
の
肺
が
ん
治
療
、
本
多
さ

ん
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
下
で

の
乳
が
ん
検
診
の
必
要
性
、
植
木
さ
ん

は
音
楽
を
活
用
し
た
緩
和
ケ
ア
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
話
す
。

参
加
無
料
で
定
員
は

人
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
専
用
ペ
ー
ジ
か
ら
の
事

前
に
申
し
込
む
。
締
め
切
り
は

日
正

午
。
ア
ド
レ
ス
は

例
年
は
、
参
加
者
が
夜
通
し
歩
く
リ

レ
ー
ウ
オ
ー
ク
を
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
実
施
し
て
い
る
が
、
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
が
決
ま
っ
た
。

代
わ
り
に

月

日
午
後
７
〜
８

時
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー

の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
ラ
イ
ブ
配

信
す
る
。
実
行
委
は
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
を
募
集
し
て
い
る
。
情
報
は
リ
レ

ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
み

や
ぎ
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
提
供

し
て
い
る
。

日
シ
ン
ポ

来
月

日
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
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